
基礎の形を台形状にすることで基礎下応力を分散。下部地盤への応力を減少させ強国なTNF改良地盤が基礎を支持。

基礎ボリュームを小さくすることでコンクリート使用量・掘削量。鉄筋量を減少。

|メリット

基礎躯体コスト削減 ◇従来型に比べ、躯体工事コストを削減

基礎躯体工期削減  藝基礎躯体工期を削減し、全体工期短縮に貢献

職人不足解消   の工種削減による省力化施工を実施し職人不足を解消

環境負荷低減    等省力化施工による環境負荷低減に貢献

TNFHD工法

地盤改良下接地圧と下部地盤への応力伝達比較 (鉛直荷重に対する効果 )

一般的な基礎形状 TNF― D工法

通常基礎 4.Ox4,OxO,9m

長期荷重

応力の分布

低
D基礎 40x40x09m

長期荷重

改良地盤

原地盤

改良地盤

原地盤

口応力が高い1犬況を示す黄色い部分が、TNF― D工法では一般的な基礎形状と上ヒ較して少なくなつている

日~般的な基礎形状と上ヒ較して、TNF― D工法ではl也盤改良下接地圧が減少

同



ITNF‐ D工法 施工手順・施工例

Ш 根切・捨コンクリート打設

単 アンカーセット(男 U途 )・基礎配筋・基礎コンクリート打設
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施工状況 基礎断面図
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※本資料に記載された内容の無断転載や複製はご遠慮ください。※TNFは 登録商品です。


